
H22年 度各種アンケー トの結果について

清須市立春日小学校 H23.3.15

保護者アンケート (H23.2実 施 回 収率 96.2%)
1 評 価が高かった項目

① 算数や英語などの時間に複数の教員で授業を行うことは、学力を高めるために有効である。

② 学校は、児童のけがや病気に対して適切な対応をしてくれる七

③ お子さんは、学級や学校が楽しいと言っている。  ■  1 ‐

④ 学校は、児童の安全・安心に配慮している。

⑤ 学校は、学校生活や社会生活に必要なルールを適切に指導している。

2 評 価が低かった項目

① 本校の児童は、校外でもよくあいさつをする。

② お子さんは、本を読むのが好きである。

③ 学校では、児童のよさを仲ぱす特色ある教育活動が行われている。

④ 来年度以後も通学団プールを続けるべきである。

⑤ 学校行事は、児童が活躍する場面がたくさんあり、内容が充実している。

児童アンケート (H23.2実 施 回 収率 98.3%)

評価が高かった項目

① 先生方は、熱心に教えてくれていると思いますか。

② 学校では、みんなと仲よくしていますか。    |
③ 家ではお家の人とよく話しますか。

④ 学校には、勉強しやすいようにいろいろなものがそろっていますか。
③ 「運動会」の内容は楽しかつたですか。

評価が低かった項目

① 早ね、早起きなど、きそく正しい生活をしていますか。
② 今の学年で友だちからいじめられたことはありますか。
③ 困ったときは、先生に相談していますか。

④ 進んで勉強をしていますか。

③ 夏休みの通学団プールは楽しかったですか。

|

3 今 後、春日小学校に期待すること

学校 に期待す ること (4つ まで選択 )
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l‖ 昨 年度との比較

○ 保護者アンケートは、ほぱすべての質問で、昨年より高い評価をいただきました。

○ 児童アンケートの主な変化は以下のとおりです。
・ い じめに関する3つ の質問はすべて昨年より改善しました。
・ 「 目標を持ってがんばっていますか」「進んで勉強していますか」の質問に対しては、若

干低下しています。

○ 本年度取り組んだ 「読書 ・あいさつ」については、保護者、児童ともに改善しています。「体

力づくり」については、来年度の体カテストの結果待ちになります。

○ 夏休み通学団プールにつきましては、保護者、児童ともに評価が低かった項目に入っています

が、保護者59%・ 児童61%が 、「続けるべきである」に対して 「そう思う」「ややそう思う」

と答えられています。内容を検討し、来年度も継続していきたいと思います。

① 運動会は、市内全小学校が同一日の秋開催となつていますので、例年通りとなります。

iV 教 職員アンケー ト

○ いじめ問題への取組み、基礎基本の定着を図るための授業改善については、充実した取組みが

できたと考えています。

① 豊かな心の育成に対する取組み、授業を複数で行う場合の指導方法について改善の余地がある

と感じています。

V 学 校評議員会

第 2回 (2月 28日 (月)に 開催)学 校評議員会の主な内容は以下のとおりです。

① 読書、あいさつ(体 力づくりをスローガンにした本年度の取り組みは評価できる。

① いじめは難しい問題。学校が親に事実をきちんと知らせているのは良い事である。メールや携

帯電話の世の中だが、授業中だけでなくほかの時間も活用して、子どもとの会話で意思疎通を  Ⅲ

図ってほしい。

VI H23年 度での取組み

1 学 習習慣の徹底 ・英語学習

来年度から使用する教科書が 「知識 ・技能の習得、活用、探求に対応するための質 ・量両面で

の格段の充実」を基本的な考えとして改訂され、繰り返し学習や知識技能を活用する学習活動の

, 充 実が求められています。今後もさらに授業改善を進めるとともに、複数教師による効果的な指

導に取組み、学習習慣の徹底と自学自習の態度を育成していきたいと思います。

本校の特色である英語学習は、これまで同様、推進していきたいと考えています。

2 心 の教育

今後もアンケニトや教育相談を中心にして、いじめの早期発見に努めるとともに、引続き道徳

授業の充実や体験活動など人との関わりを通して、心の教育を推進していきたいと考えています。

あいさつについては、若千の改善が見られましたが、自分から進んであいさつをする児童はま

だまだ少ないようです。これまで以上に、あいさつや掃除など、あたり前のことをあたり前にで

きる児童の育成に向けて取り組んでいきたいと思います。

3 体 力づくり

本校の児童は、立ち幅跳びなどの 「跳ぶ能力」は優れていますが、持久力や筋力、柔軟性は十

分ではないようです。また、肥満傾向の出現率は、特に男子で高くなっている学年が多いようで

す。今後も、体育の授業を工夫したり、現在行っている縄跳び集会をより充実させたりして、子
どもたちの運動量を増やしていきたいと思います。

ⅥI 最後に          |

保護者の皆様には、お忙しい中をアンケートにご協力いただきありがとうございました。アンケ
ート結果は、絶対的なものではなく、本校のある一面を表しているものと思いますが、良き反省材

料として、今後に活かしていきたいと思います。今後とも本校の教育活動にご理解、ご協力いただ
きますようお願いします。


